
2024年　　月　　日
To: ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

申請部門：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

2024年度「コンタクトセンター・アワード」への参加ご許可賜りたきこと

弊コンタクトセンターにおきましては、経営貢献と顧客サービス向上に寄与するため努力・研鑚を積んでおりますが、今般、業界最大の表彰制度である下記「コンタクトセンター・アワード」に参加致したく、ご許可賜りますようお願い申し上げます。

記

（１）参加を希望する表彰制度：「コンタクトセンター・アワード2024」




※　詳細は添付の通りです

（２）費用：\【104,500(税込)】
（３）表彰制度の実施期間：　申請締切日；2024年5月9日（木） 


       　　発表会開催日；2024年7月中旬(TBD)

　

      　　 最終発表会開催日；2024年9月19日(木)
　　　　　　　　　　　　　　　※ 最優秀賞候補にノミネートされた場合に2次発表を実施
（４）申請部門とテーマ：　（例）【オペレーション】部門を想定





テーマ【XXXXXXXXXXXXX】
（５）申請発表者：　コールセンター　【XXXXXXX】
（６）参加の目的と期待効果：
　1. 他社の運営ノウハウの吸収

· 過去528の申請アーカイブの閲覧により広範囲な運営改善のヒントを得る。
· Web上の過去資料の閲覧を実施し、センター内勉強会を実施する。

· 発表会に5名（参加枠）参加し、参考とすべき申請内容を直接勉強する。
· 最終発表会に2名（参加枠）参加し、更に理解を深める。


　　　2. 業務の整理・棚卸
· 日々業務に追われ,おざなりになっている業績評価と業務成果の整理を実施する。

· 発表内容の精査、テーマ選定を通じて棚卸と部内認識の共有を図る。


　　　3. 能力開発

· 公の場で発表するにあたっての文章力、表現力を磨く機会とする。

· プレゼンテーション能力を研修する生きた場として活用する。


　　　4. モチベーションの向上
· 自社のアピールをすることを通じ部内の結束と帰属意識を強化する。


　　　5. 自社のポジショニングを知る

· 業界の中で、自センターの運営成熟度を明らかにし、今後取るべき進路、戦略の策定の指針

とする。

（７）支出科目：　能力開発費にて充当

（8） 支出費用の対投資効果：

· アワード参加料は、一般研修講座、セミナーと比べ、5名が参加できることを鑑みると安価であり､以下の事由からその費用対効果は高い。（一般参加企業の傍聴参加費は1名38,500円であり、5名分192,500円に相当する）
· アワード参加を材料に部内での研修、勉強会、資料作成、リハーサル等が6ヶ月間にわたって実施できることは目的意識の共有につながり金額換算できないものの貴重な能力開発の場となる。


よって投資効果は参加する時点から回収できる。

尚、表彰制度の結果として受賞できれば参加者のモチベーション強化に寄与し、また受賞できない場合であっても、それまでの努力とチームワークが強化される等の利点がある。

つきましては当該アワードへの参加申請につきご許可賜りたく、宜しくお願い申し上げます。

以上

· 「コンタクトセンター・アワード2024」概要

· 主催：コンタクトセンター最大手業界誌　月刊「コンピューターテレフォニー」出版社であるリックテレコム株式会社が主催する

· 沿革：2004年に第1回が開催され、2024年度は第21回目の開催となる。

　およそ全ての業界の小規模から大規模まで様々なコンタクトセンターから過去528の申請がある。

· 特徴：「相互研鑚」「地位向上」をうたい文句に、参加者同士が学びあえ、また相互に審査投票することのできるオープンな表彰制度であり、他に類を見ない。

参考）国内のその他の表彰制度：（社）企業情報化協会主催の「優秀カスタマーサポート表彰制度」がある。


　（参加者による互選ではなく協会審査員による審査で受賞が決定する）
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